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N における産学連携 のためのソフト 

林 成和 ， 0 渡辺晶子， 岸 温子 (NEDO) 

ユ 。 はじめも こ 

新エネルギー " 産 拭 D ⑪ ) のもつ事業の 

事業でほ。 国 究 者の助成を行っている。 

  調査分析。 手法 

な 支援レベルに 合わせて 新 

の プロバラムに 分けて行った。 

こと ) また。 各プロバラムに 参 

の アプローチプロバラム 

手段として、 社会一 プレスリリース。 技術情報 

テクニカルノートの 発信に 成 支援のリモートコーチ 

ング の実施。 

②上記作成 物 の 投 の 支援 " 投稿支援の実施。 

③上記作成 物 の 凶 休止での掲載 
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での掲載支援プロバラム 

及び産業界への 具体的な 

③ビジネスュ 一 ザ 一の 上 での掲載 

り コンサルテーションプロバラム 

接 的な産業界への するコンサルテーション 

②広報との連動に な 産業界からの びその後の フ オローアッ 

③デファクト 化のための、 コンザルテーション びそのための 手段に する実施支援 

プレスリリ - ス 作 成 

プレスリリ - ス 投鞘 

掲載 

読者からの 
い合わせ 

  

4 。 取材記事掲載後の 読者数にお ょ ぼす効果 

敢 紐の アプローチプロバラム、 We プロバラムの ; 
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ほ ( 表 2) の通りであ る。 

の アプローチプロバラムの 閲 のおおよそは 記事の掲載されている へ一 

一ク させるなどして 達成した閲読者による 閲読者数であ る。 

サイトでは広報支援プロバラムの 記事と ベ 記事とをあ わせ。 

以上を達成している。 

に 応じて閲読者数の 変化が予 されるが。 今回は過去の 掲載記事でも 

読者を獲得するため。 本ザ 続 的に掲載され、 格納さ 

た 。 これにより、 1 年前の企業広報記事も 平均して & 

( 表幻 

( 日 ) 計 pv  平均 v/  。 本 

(2) 長期掲載に対する 
上 での掲載支援のプロバラムの 掲載記事において、 刃 サイトにおける 

Ⅴ推移を見ると。 ( 表 3) のように徐々に 増えてきている。 こ 

で 。 一つの記事を 見た読者が続けて 

が 増えてきている 示していると 考えられる。 

( 表 3) 

6.00 

5.0G 

工 4.06 

コ 

蚤 : 3.00 
ユ 

2.QQ 

@.OQ 

Q.Q 

は ) 要点読者数 

載 支援のプロバラムでは 掲載記事の全記事が 人 以上、 平均では 

読者を獲得すること 
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体への掲載へ 踏み切るラインになっており。 業界から高い 

たしたと言える。 

( 趨 ) 企業からの 5 き 合い件数による 各 

の アプローチプロバラム、 上 での掲載支援プロバラム、 個 

テーションプロバラムにより 合わせがあ った。 休止での掲載 

り コンサルテーションプロバラムの 一部 

以上になると 推定される。 

の アプローチプロバラムにより 実施したニュースリリースの 

究 者が発信したところ " そのうち 究 者が記事として 取り上げ 

掲載は総計で サイトでの掲載は 
ビジネス ュ 』 ザ 

5 。 考察 

崩 したビジネ 、 スニーザ 一の サイトだが。 ここ 

品の サービスの導入や。 する層であ る。 「 

) から示され 高い閲読者数の 獲得 は 産業技 

であ ると言える。 

また " このプロバラムを 通して " 以 等に記事が掲載されてもほとんどが 同業の 

者からのみの 反 しかなかったところを 産業界からの 増加がみとめら 

も 産業界がどのようなところに う になったと 考 

る 。 すな ね ち、 ょ 
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